
［標準様式例７－３］

業務の名称 四国における次世代高規格ユニットロードターミナルの実現に向けた検討業務

業務概要

　本業務は、四国における「次世代高規格ユニットロードターミナル」の実現に向
けて、各港で次世代高規格ユニットロードターミナルを運用する上で必要な情報
通信技術等の導入により荷役作業の省力化・効率化を目指すため、高松港朝日
地区フェリーターミナルにおいて実証実験により技術検証を行うものである。

契約担当官等の
氏名並びにその
所属する部局の
名称及び所在地

支出負担行為担当官　四国地方整備局次長　森　信哉
香川県高松市サンポート３番３３号

契約年月日 令和６年１０月１６日

契約業者名 （公社）日本港湾協会

契約業者の住所 東京都港区赤坂三丁目３－５

契約金額 ¥21,450,000

予定価格 ¥21,516,000

随意契約による
こととした理由

簡易公募型プロポーザル方式での発注としたため

業務場所 香川県高松市朝日町フェリーターミナル周辺

業種区分 建設コンサルタント等

履行期間（自） 令和６年１０月１６日

履行期間（至） 令和７年６月３０日

備考

随意契約結果及び契約の内容


